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国連本部前各国市民が集会

吉
良
氏
ら
参
加

【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
＝
洞
口
昇

幸
】
米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連

本
部
で
開
催
中
の
核
兵
器
禁
止

条
約
第
３
回
締
約
国
会
議

（３

～
７
日
）
に
参
加
す
る
日
本
原

水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会

（日

本
被
団
協
）
の
濱
住
治
郎
事
務

局
長
代
行
、
原
水
爆
禁
止
日
本

協
議
会

（日
本
原
水
協
）
の
代

表
団
、
日
本
共
産
党
の
吉
良
よ

し
子
参
院
議
員
、
笠
井
亮
前
衆

院
議
員
、
つ
つ
い
涼
介
参
院
長

崎
選
挙
区
候
補
は
５
日
、
核
兵

匡
一遅
・本
一剖
一副
Ｃ
イ
リ
ヤ
Ｃ
壁

で
の
同
集
会
は

「核
の
な
い
世

界
の
た
め
の
マ
ン
ハ
ツ
タ
ン
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
複
数
の

米
国
や
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
市
の
反

核
・
平
和
団
体
が
共
催
。
米
国

内
外
の
市
民
が

「ノ
ー
モ
ア
・

ヒ
ロ
シ
マ
、
ノ
ー
モ
ア
・
ナ
ガ

一

サ
キ
、
ノ
ー
モ
ア
・
ウ
ォ
ー
、　
一

ノ
ー
モ
ア
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
」
と

唱
和
し
ま
し
た
。

胎
内
被
爆
者
の
濱
住
氏
は
マ

イ
ク
を
持
ち
、
「戦
争
が
あ
っ

た
か
ら
原
爆
が
使
わ
れ
た
。
戦

争
は
絶
対
に
し
て
は
い
け
な

い
。
戦
争
も
核
兵
器
も
な
い
世

界
に
向
か
っ
て
行
進
し
ま
し
ょ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

父
が
被
ば
く
船
員
の
下
本
節

子
さ
ん

（高
知
の
ビ
キ
ニ
被
ば

く
船
員
訴
訟
原
告
団
長
）
は
、

「日
本
政
府
に
補
償
を
求
め
て

２
０
１
６
年
か
ら
裁
判
を
闘
っ

て
い
る
」
と
説
明
。
日
本
の
反

核
運
動
も
紹
介
し
ま
し
た
。

南
ア
フ
リ
カ
の
難
民
支
援
団

体
代
表
の
ア
イ
ザ
ヤ
・
モ
ン
ビ

ロ
さ
ん
も
、
多
く
の
人
の
命
を

奪
い
地
域
を
壊
滅
さ
せ
る
危
険

の
あ
る
核
兵
器
を
断
固
拒
否
す

る
た
め
、
「米
国
や
日
本
の
人

た
ち
と
の
さ
ら
な
る
つ
な
が
り

一が
必
要
だ
」と
強
調
し
ま
し
た
。

一韓
国
の
被
爆
２
世
や
、
長
崎
の

高
校
生
平
和
大
使
も
マ
イ
ク
を

握
り
、
核
兵
器
廃
絶
を
目
指
す

思
い
を
語
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
プ
ラ
カ
ー
ド
や
横

断
幕
を
掲
げ
て
米
政
府
の
国
連

●

〕
ン

′
１
ノ
゛
´
一ノ
｝ノ
一
Ｃ
，
ヵ押
　
´
Ｏ
ё
ヽ

は

「核
兵
器
の
犠
牲
者
の
言
葉

石

く

序

紹

ｔ

え

ｌ

ヵ

俊

え

ヒ

Ｅ

せ
ん
。
米
国
な
ど
核
保
有
国
は

核
被
害
者
の
救
済
を

平
和
活
動
家

支
援
を
訴
え

【
ニ
ユ
ー
ヨ
ー
ク
＝
柴
田
菜

央
】核
兵
器
禁
止
条
約
第
３
回

締
約
国
会
議
が
開
か
れ
て
い
る

米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
５
日
、核

被
害
の
「隠
蔽
（い
ん
ぺ
い
）」を

テ
ー
マ
と
す
る
サ
イ
ド
イ
ベ
ン

卜
「核
被
害
・緊
急
に
被
害
者
救

済
を
―
核
被
害
者
は
訴
え
る
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。原
水
爆
禁

止
日
本
協
議
会
と
マ
ー
シ
ャ
ル

教
育
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
が
共
催

し
、政
府
代
表
含
め
各
国
の
平

和
活
動
家
が
参
加
。核
被
害
の

実
相
普
及
と
支
援
の
た
め
に
力

を
尽
く
そ
う
と
訴
え
ま
し
た
。

パ
ネ
リ
ス
ト
の
報
告
で
、
高

バネ リス トの (左か ら)シルク、下本、マデ ィソン、ハ ン、シム、
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。
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知
の
ビ
キ
ニ
被
ば
く
船
員
訴
訟

原
告
団
長
の
下
本
節
子
さ
ん

は
、
米
国
が
日
本
政
府
と
の
間

で
政
治
決
着
を
つ
け
、
補
償
の

な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
た
船
員
た

ち
は
被
害
を
語
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
た
と
強
調
。
日
本
政

府
に
対
し
、
真
相
究
明
と
核
被

害
者
へ
の
補
償
を
改
め
て
要
求

し
ま
し
た
。

日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協

議
会

（日
本
被
団
協
）
の
濱
住

治
郎
事
務
局
長
代
行
は
、
核
兵

器
廃
絶
と
原
爆
被
害
者
へ
の
国

の
償
い
を
求
め
て
国
内
外
で
訴

え
て
き
た
と
紹
介
。
「被
爆
者

に
と
っ
て
、
核
兵
器
や

″核
の

傘
″
は
き
の
こ
雲
以
外
何
も
な

い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

韓
国
原
爆
被
害
者
協
会
の
シ

ム
・
ジ
ン
テ
さ
ん
は
、
原
爆
投

下
か
ら
８０
年
た
っ
た
い
ま
も
米

国
、
日
本
の
政
府
か
ら
何
の
説

明
も
な
い
と
訴
え
。
米
国
に
対

し
て
謝
罪
と
補
償
を
強
く
求
め

ま
し
た
。
ハ
ン
・
ジ
ョ
ン
ス
ン

さ
ん

（被
爆
２
世
）
は
、
体
の

痛
み
な
ど
に
苦
し
ん
だ
自
身
の

経
験
を
話
し
ま
し
た
。

マ
ー
シ
ャ
ル
教
育
イ
ニ
シ
ア

チ
ブ
の
ベ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
・
カ
ブ

ア
・
マ
デ
ィ
ソ
ン
事
務
局
長

は
、
米
英
に
よ
る
核
実
験
が
繰

り
返
さ
れ
て
き
た
マ
ー
シ
ャ
ル

に
ル
ー
ツ
を
も
つ
人
び
と
の
間

に
は
、
病
気
や
故
郷
か
ら
の
強

制
移
住
な
ど
あ
ら
ゆ
る
不
正
義

が
あ
る
と
指
摘
。
「私
た
ち
の

声
ほ
ど
力
強
い
も
の
は
な
い
」

と
し
て
、
そ
れ
を
力
に
核
廃
絶

を
実
現
さ
せ
よ
う
と
訴
え
ま
し

た
。
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
の
ジ
ョ

ン
ｏ
シ
ル
ク
大
使
は
、
核
被
害

へ
の
謝
罪
を
待
っ
て
い
る
と
述

べ
ま
し
た
。

，

キ
リ
バ
ス
の
テ
ブ
ロ
ロ
・
テ

ィ
ト
大
使
は
、
核
実
験
被
害
は

遺
伝
子
に
ま
で
影
響
す
る
と
し

て
救
済
・
補
償
の
重
要
性
を
強

調
し
、
被
害
を
認
め
よ
う
と
し

な
い
国
を
批
判
。
各
国
に
条
約

へ
の
参
加
を
促
し
、
核
廃
絶
ヘ

・と
も
に
取
り
組
み
を
進
め
よ
う

一と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
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